






































〔参考〕①思ふことみな月はつる今宵よりやがて夏越のみそぎをぞする（二条太皇太后宮大弐集・五五三）②憂きこともみなつきはつと思ひせば今日のみそぎやうれしからまし（有房集・二九）③憂きこともみなつきはつる今日ならばあすやみそぎのしるしをもみん（千五百番歌合・夏三 ・ 一〇四九・兼宗）〔語釈〕 ▽みな月…陰暦六月の異称。 「水無 果 」 と 「皆尽き果つる」
二『土御門院女房』注解と研究（下） （田渕）








〔参考〕①けふもくれあすも過ぎなばいかがせむ時のまをだにたへぬ心に（物語二百番歌合・二七二・みかはにさける、風葉集・恋二・九三二）②けふもくれあすも過ぎなばと思ふまに空しき年の身に積もりつつ（後鳥羽院御集・一〇一六）〔語釈〕▽みとせ…山崎注は元仁元年（一二二四）冬とする 、当の年数の数え方では、貞応二年（ 二二三 冬とみるのが妥当か。▽けふもくれあすもあけぬ…①②のような先行歌があるが、 「あすもあけぬ」は他に用例が見られない表現。〔補説〕 三年は、 遠く離れている人々にとって一つの節目であった。 『伊勢物語』第二四段にあるように、夫が消息不明であっても、三年経てば、結婚が許されたと いう。また『八代集抄』は、 「流れ木ありてはあひ見てん世のうき事ぞかへらざりける」 （拾遺集・雑上四八〇・道真）に、 「古は軽罪三年とて、配所三年ののちは赦免あり」と注する。
このあたりでは、 「物の嘆かしさ」 「又悲しけれ」 「嘆かしさも三年











 これほど歎くことはなかっただろう。 （土御門院と別れたあの）暁に置いた露が消えるよりも前に、 （私が）はかなく消えていた（死んで ）ならば。











決しがたい。ここでは「また、 （季節がかわって）秋になった」と解釈しておく。▽かへりこむ…帰ってくるだろう、の意。下 続く「きみ」は、 土御門院を指す。山崎注の指摘する通り、 『明月記』によると、嘉禄元年（一二二五）四月から六月にかけ 、配流された上皇達の還京の巷説があった。山崎注は、 当該歌もそれによって詠まれたとする。▽まつむし…「 （恋人を）待つ」との掛詞で詠 れるのが一般的。当該歌においても、 「待つ」との掛詞で詠まれている。▽秋よりほかにうれしきはなし…秋に催される感情としては「悲し」とするのが一般的であり、この歌のよう う きはな 詠むの 例外的。特に、三十一番歌で「秋たつ日こそかな けれ」と詠み、 秋よりほかにうれしきはなし」とするのは好対照〔補説〕恋しい人を待って松虫の声を聞く秋、という状況において、伝統にそった「悲し」ではなく、 「うれ 」と詠むこ 、参考歌①～④の歌をみても明らかなように、非常に特殊なものであり、和歌的伝統からはずれる表現である。また繰り返し悲嘆を詠む本作品の中においても、異質な部分である。
嘆きつつも松虫に自分を投影して独りではないという心で、逆説的









〔参考〕①住吉の神はあはれとおもふらんむなしき舟をさしてきたれば」 （後拾遺集・雑四 ・ 一〇六二・後三条院）②あさましや夢に夢みるうたたねに又うき夢を見るぞ悲しき（高倉院昇霞記・六五）③池水は水草おほひて沈みにし空しき舟のあとのみぞ見る（高倉院昇霞記・八九）〔語釈〕▽かくれはておはしましぬれば…土御門院の崩御をさす。寛喜三年（一二三一）十月六日出家、同十一日に崩御（ 『百練抄』 『吾妻鏡』 『増鏡』など） 。三十七歳。本作品ではここで初めて崩御が記され、
『土御門院女房』注解と研究（下） （田渕）
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の様子を描写する詩句で、美女を蓮にたとえ、その姿は、夏の日に蓮が開くのを待ち、初めて水の上に開いた紅のあでやかな花の色を見るようだ、という意である。ゆえに 極楽往生して蓮の台にすわる院詠む和歌としては、ふさわしいとは言えない。それでも院が生前に愛唱していたこの詩句をあえて用いて和歌 詠み込んだも か、あるいは、作者がこの詩句の意味 誤解して和歌に詠んだと う可能性もるか。
この三十七番歌と次の三十八番歌とは一連のものであり、同じ詩句


















































〔参考〕①名にしおふ夜を長月の十日余り君みよとてや月もさやけき（建礼門院右京大夫集・三四九）②睦月たつ今日のま ゐ も しきの豊のあかりのはじめなるらん（六百番歌合・九・顕昭）③待賢門院かくれさせ給ひける御忌にこもりて、九月尽日申しつかはしける／世中にうかりし秋とおもへども暮行く今日はをしくやはあらぬ（新拾遺集・哀傷・八五三・公通）④返事／かぎ なく今日の暮るるぞをしまるる別れし秋の名残とおもへば（同・八五四・堀河）〔語釈〕▽十月十一日にかくれさせおはします…土御門院の命日。配列に従えば一周忌である。▽十か まりひとひ…和歌の「十日余り」は、①のように九月十三夜 月を詠む場合がほ んど。ここで 、俊成が後白河院崩御を悼む長歌（長秋草・一五一 で、その崩御の を明記している例と同様である。四十三番歌〔参考〕①参照。▽たつさ
『土御門院女房』注解と研究（下） （田渕）
九






















〔参考〕①こりつもるなげきのはてを尋ぬればもゆる思ひはこの世のみかは（正治初度百首・恋・二〇八〇・小侍従）〔語釈〕▽御はて…忌の終わり。四十九日、もしくは一周忌を言う。配列からは、ここでは後者か。▽ちやうもん…聴聞。土御門院の法要に出席したことをさす。どこの寺で行われたかは不明。▽かへるさ…帰り道。 「かへさ」とも。多くは恋歌 使 る表現だが、ここでは仏事からの帰路。和歌で 仏事からの帰り道を「かへるさ」と詠む用例は他に見いだせない。▽なげきのはて…土御門院が崩御した悲しみが終わる時。この措辞は、これ以前には①の歌 み 、こ も恋の歌である。〔補説〕この翌年、すなわち崩御の二年後、天福元年（一二三三）十二月十二日、母承明門院は、現在の長岡京市 金ヶ原に建てさせていた御堂が完成したので、その堂供養を行 、土御門院 遺骨を納めた。この を建てるのは院の遺誡によるも であったという そ
一〇
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 （崩御のことを） 忘れて、 同じこの世におられるような気がして、（しかし）そうだ、 崩御されたのだった、 と気付く時の悲しさよ。
〔参考〕①わすれては夢かとぞ思ふおもひきや雪ふみわけて君を見むとは（古今集・雑下・九七〇・業平、伊勢物語・第八十三段）② なじ世 なほおもふこそ悲しけれあるがあるにもあらぬこの世に（建礼門院右京大夫集・二一八）〔語釈〕▽わすれては…院が崩御されたことを忘れてしまっては。①が良く知られている歌。 ▽おなじよにある…同じこの世に生きている。②は恋人同士が同 にいるものの遠く離れている歌。▽さはさぞか
































































































くれさせ給ひし後は、御門ひとへに世をしろしめして、四方の海、波静かに、吹く風も枝をならさず、世治まり、民安うして、 （増鏡・おどろの下）〔語釈〕▽やすむ時なく…本作品では、 「悲し」 「嘆き」が繰り返し叙述されてきた流れからみて、 「 （悲しみ・嘆きは）やすむ時なく」と解せられる。▽はつはるの…以下は長歌。底本では 七五が続けて書かれ、その後に一字分ないし半字分の空白があ 場合が多く、特に前半
ではそれが明瞭に守られている。そのためこの翻刻においても、各句の後 なく、七五の後に一字分の空白を置いた。なお本注解で、長歌を掲げるにあたっては、便宜上、仮に三つに分け、それぞれに語釈等を掲げた。▽ つはるの十日あまり…受禅した建久九年 （一一九八）正月十一日 さす。▽くらゐ山…位山は、位を昇ることを山にたとえた語であるが、ここでは皇位についたことを言う。土御門院が四歳で即位したことは、本作品の冒頭にみえる。▽うつし へて …「ねのびする野べの小松をうつしうゑて年のをながく君ぞ引くべき（新古今集・賀・七二九・通俊）のような例があるが 位山 松 移し植えと言う例は他になく、特殊な表現。 〔補説〕参照。▽まつがね…松が根。幼帝のこと。これに続く「いつしか だかく りし」 その松が生長し小高くなった と、幼帝が立派に成長したこと 言うまつそら…空。宮中をもさす。▽えだも らさずをとな て…王充の『論衡』に「太平の世、五日に一風、十日に一雨、風、枝を鳴らさず、雨、塊を破らず」とあり、君主の徳を称える常套表現。①②もその例。②は後鳥羽天皇の治世を もの ▽四海 なみもしづ にて…漢語「四海」から言う。四海は、天下全域、世の中全体を指 そ波が静かであることは、世の中がよく治まってい 天下泰平の世 表す。常套的な表現だが、 多くの場合は「四方（よも） 」 「よつの海」など和らげた言い方が用いられ 「よもの海波も静かに澄む月の影かたぶかぬ君が御代か 」 （秋篠月清集・月五十首・八〇） ように詠まれる。女房の作品にお て「四海」とい 漢語表現がなされるのは
一二
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 秋は夜もすがら鳴く虫も、のどかなるべき君の御代を、声を張り上げて（言祝ぎ）申し上げる。冬は葦間の鳰鳥も、玉藻の床で羽 交わし、目を覚ます様子もまったくない（おだやかな世である） 。花も紅葉も月や雪も、 （四季折々の美しい）折を逃すことなく鑑賞しつつ、十三年の歳月を内裏で過 て来られた だが、御裳濯川 流れにおいても、 限りのある無常の世であって、 ついには 譲位 さったのだった。
〔語釈〕▽なくむしも…虫の声は、秋の哀れをかきたてるものとして詠まれることが多いが、天皇の治世を言祝ぐものとして詠まれることもある。 「松虫の声きく時ぞ打ちはへて君が千歳の秋は知らるる」 （久安百首・二三四・教長）など。▽君がよ…土御門天皇の治世をいう。▽こゑふりたてゝ…声を張り上げて。▽あしま…葦の生い茂っている間。▽にほどり…鳰鳥。カイツブリの古名。水草を集めて「鳰 浮巣」と呼ばれる巣を作り、よ べない状態 イメージが詠まれる。冬
『土御門院女房』注解と研究（下） （田渕）
一三
にはそれが枯れ、凍り付く寒さと頼りなさが強調される。 「蘆の葉につなぐ浮巣も氷りつつすみあらしたる冬のにほどり」 （土御門院御集・三四三）など。浮巣を玉藻の床と詠む例も見られ、 「にほどりの玉藻の床にふしわびてつららの枕いかにさゆらん」 （実材母集 ・ 五九九）は、眠りにつけない鳰鳥を詠む。当該歌では逆に、 「おどろくけしきもさらになき」と表現 た。しかし、鳰鳥は雄雌連れ添って水に潜る習性を持つが、鳰鳥の「はね」や「はねかはす」は、当該歌以外 ない。そもそも鳰鳥が御代の言祝ぎに まれること 異質。▽花 もみぢも月ゆき …花・紅葉・月・雪は、春夏秋冬そ ぞれの景物の美しさを象徴する語。▽
 十返三の春秋…十三年の歳月。譲位は承元四年
（一二一〇）十一月二十五日（十六歳）で、 後鳥羽院の強い意向により、心ならずも弟の順徳天皇に譲位した。在位期間 十二年と十ヶ月。本作品冒頭では十二年と記している。▽みもすそがは…御裳濯川は伊勢神宮内宮近くを流れる川。神と 室の結びつきを言祝ぎ、神聖性 永続性を表象する歌枕。神祗や祝で詠まれ ことが多い。ここでの詠み方は不審。 〔補説〕参照。▽ふちせ…淵瀬。 「世の中は何か常 る飛鳥川昨日の淵ぞ今日は瀬に る」 （古今集 ・ 雑下 ・ 九三三 読人不知）から、転変の無常をあらわす語。 「さざれ石はいはほ 成りてあすか河ふちせの声をきかぬ御代かな」 （建保名所百首・一〇二三・定家）のように反転されることもあるが、御裳濯川の淵瀬を詠んだ例はなく、不審。〔補説〕当該箇所でも和歌表現として異質な点がいくつか見られるが、最も不審な部分は、 「みもすそがはのながれ は
　
かぎりありけるふ





































 静かなお暮らしぶりがうれしいことよと、君を仰ぎ見て過ごすうちに、世の中の大きな動きに絡めとられて、土佐へ阿波へとお遷りになり、都に留まった人々（や私）は、涙を流して過ごすことよ。 （院がいらっしゃる が）遥か遠くであっても、嘆きつつもご在世でい
一四
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〔語釈〕▽しづかなりけるうれしさに…「しづかなりける日々のうれしさに」の意か。天皇の窮屈さから開放された退位後の土御門院の生活を、作者の視点で述べたもの。たとえば、譲位した後の後鳥羽院の様子は、 「よろづ所せき御ありさまよりは、なかなかやすらかに」 （ 『増鏡』おどろの た）と描写される。▽よのをゝあみにひかれつゝ…承久の乱という社会の激動を網に喩えた それ 巻き込まれ配流された
ことを「引く」と表現している。しかし、配流をこのように表現する和歌は他に見られない。▽とさへあはへとめぐりきて…六 ・ 七番歌を受ける表現。▽あとにとまれるあま人は…随行せず承明門院御所に残って、 悲しみに沈む人々。 「あま人」 、 十七番歌を受ける表現。 「網」と「海人」は縁語。▽はるかなり もわびつゝは
　
よにだにおはしま




























御論と注釈から、多大な学恩を蒙っている。『土御門院女房』は、土御門院の崩御後にまとめられたとおぼしい、哀傷歌集的な日記である。作者は不明だが、土御門院に仕えていた女房の手になるもの 考えられる。和歌を下げて書く散文の体裁をとっている。承久三年（一二二一） 、承久の乱に連座して 佐へ配流される土御門院を見送るところから始まり 悲しみつつ自分は都に残って土御門院の帰京 待ち続けるが、寛喜三年（一二三一） 、土御門院が阿波で崩御し、悲嘆に沈み、一周忌の後、作品全体を総括する哀傷の長歌で締めくくる。本作品は日記であるから、おおむね年代順に配列されている。しか
し、厳密に年代順とは言えな 部分もあ 。注解で述べたように、本作品の配列には、関連・類似する性格 二首の和歌を比較対照させつつ並べる意識が仄見える。六 ・七番歌、十六 ・十七番歌 二十九 ・三十番歌、三十七 ・ 三十八番 などがそう た例である。こうした部分は厳密には年代順ではないかもしれない。
山崎氏は、②の論文において、本作品は全体が時間の経過に従って
















で記した『御製歌少々』もまた 冷泉家か 現れた新出の哀傷歌集的日記 ある。これも哀傷・追悼のテーマに絞られており、延応元年（一二三九）隠岐で後鳥羽院が崩御したことを伝える使が佐渡の順徳院のもとに着いた時から始まり、一周忌 で 悲しみの一年間が綴られてい
る５
。この『土御門院女房』も、土御門院が土佐に出立するとこ
ろから始まり、ひたすら待つ自分とその周辺のことのみが記さ 贈答歌もなく、十一年後 崩御の報を受け、その一周忌までが描かれる。この二作品は、文化圏 成立も近接 ている 、年代的には『土御門院女房』の方が先にまとめられ とみられる。
廷臣・女房による日記では、 『讃岐典侍日記』 『高倉院昇霞記』 『と
はずがたり』などが、主君たる天皇・上皇の死を悼み、書かれたものである。ま 、主君ではないが、恋人の死、そしてある時代の喪失を描く日記的歌集に 『建礼門院右京大夫集』があり、これは『土御門院女房』とほぼ同時期に相前後して成立している。 『土御門院女房』には、注解に記したよう 讃岐典侍日記』 『高倉院昇霞記』 『建礼門院右京大夫集 、表現の点で多くの共通性 見られる。
作品に流れる時間の幅や、構成、表現的特質はさまざまであるが、
これらの作品は、自分が深く敬愛した王の死と、王の死によって失われた時代を、 悲嘆をこめて哀悼する記である。 『土御門院女房』 もまた、その一つとして位置づけられよう。
（二）成立と享受
『土御門院女房』の成立は、 土御門院が崩御した寛喜三年（一二三一）の翌年、貞永元年（一二三二）十月以降であり、これからさほど時を隔ててはいないころにまとめられたものであろう。 『冷泉家時雨亭叢書』の解題によれば、冷泉家蔵『土御門院女房』の書写は鎌倉中期であるから、成立 近い頃の伝本である。冷泉家蔵『土御門院女房』の本の小ささ（縦一二 ・二センチ、横






定家や為家以下の の歌人たちがこ 作品を見た は、確言できない。むしろ女性たちの手に留まっていたも かもしれない。
（三）表現の特質
『土御門院女房』の和歌には、注解にも掲げたように、勅撰集や私家集、 日記や物語などからの、 多く 影響が見られる。 これらを参看 、摂取し、表現形成を行ったことは疑いない。しかし一方では、注解においてしばしば指摘してきたよう
に７
、 『土御門院女房』には、和歌の
言葉の使い方と て、その言葉自体が殆ど和歌では使われない例、また言葉自体は和歌で使われるが、通常使われない意味・状況・組み合わせで使われて る例が しばしば見られる。また、上句と下句と通常行われない連結をされていたり、遠くにい 人をし ぶのに哀傷歌のような表現がさ たり、主語が曖昧であ り、典拠の詩文を誤解しているの はないかと見られる例もある。もちろん題詠 和歌と、本作品のような歌集的日記の は 異な 面 あ そ
れにしても『土御門院女房』の和歌の表現上の逸脱の幅は大きいと言わねばならない。そして和歌の表現構成が、全体に散文 ような作りであって、一文のような構成が多いことも、一つの特徴であろう。
さらにもう一つ注目したいのが、 詞書にあたる地の文の表現である。
普通、歌集においては、詞書は和歌では表現できない場や時、状況、歌題などの説明を行うものであり、 和歌に対して補完的な機能を持つ。『土御門院女房』では、そうした機能を持つ詞書（地の文）もあるが、そうではなくて、和 すでに詠まれ る内容を、散文 繰り返し説明しているものが非常に多い。全部では が、もし極論を言うならば、和歌がまずあっ それに合 せ 適当 詞書（地の文） 付けたのではないかとも想像させるような、 繰り返 的な詞書（地の文）が多いのである。逆に、三十四番歌 場合、院の帰京が噂される状況下で詠まれ とす らば そのことを説明する詞書が必要だがれはまったく記されておらず、 詞書の機能を果たしていないと言える。こうした地の文（詞書）のあり方は 『土御門院女房』の大きな特徴であり、その作品形成のプロセスを考えさせるものである。
加えて本作品には繰り返しが非常に多く、前述のように地の文（詞





院昇霞記』 『十六夜日記』 『恋づくし』などがあり、後二者の長歌は、作品の総括のような形で、作品内部の表現を取り込みつつ詠まれており、巻末に置かれている。 『高倉院昇霞記』の中には、作者通親による高倉院哀悼 長歌がある。これは藤原俊成が崇徳院と後白河院に哀悼の長歌を詠んでいるのと、軌を一にする（ 『長秋詠藻』 『長秋草』 ） 。これらは、その君主の御代を始まりから辿り賛頌しつつ、崩御への追悼と悲傷を述べるものである。長歌は、 撰集や定数歌では、 『久安百首』『千載集』 『新勅撰集』などにある。なお、 『承久記』下には、佐渡に流された順徳院と、都の九条道家と 間で交わされた、訴嘆の長歌贈答がある。 『中務内侍日記』にも長歌 贈答 見え このように長歌が詠まれ 場合には、普通 贈答もあるが、多くは自らの述懐・訴嘆、あるいは君主への追悼を詠む である。
これらのうち、散文作品の巻末に長歌が置かれている場合、それが
作品の作者によって たも で成立時から付されていたとは断定できない。家永香織氏は、 『恋づくし』 の長歌は、 後人 創作 あり 「御所本系『隆房集』を一旦ばらばらにし、その内か 幾つか ピースを拾い出して、 新たに組み立て直したようなもの」 推定し
た８
。ただ『土
御門院女房』の場合は、成立と 冷泉家本の書写年代とが近接 ていることから、この長歌は成立当初から った可能性が高いのではないかと思われる。『土御門院女房』の長歌のうち、最後の三分の一は、 『土御門院女房』が始まる土御門院配流以降の時と重 っているゆえか、本作品の和歌
表現との重なりが多く見られ、詞句を点綴していると言えるほどである。前述のように、こうした傾向は、 『十六夜日記』や『恋づくし』の長歌にも見られる。
以上のように、 『土御門院女房』の長歌が、自らが仕えた君主の御
代を辿り賛頌しつつ、そ 崩御を悲嘆 追悼すること、そして長歌を巻末に置き、作品中の措辞を点綴する とは、長歌の文学的特質・伝統に沿ったものである。
（四）作者
作者は、土御門天皇に在位時より仕える女房であったことが、巻末
の長歌によって知られる。また序には、 欠字があるもののおそらく 「かた時もいでつる時なくて、かたじけなくたのみおきまいらせしに」記しており、自分は常に出仕している定番の女房であり 在位中も譲位後も常に侍っていた旨を述べ い だ、四歳 即位時か 出仕していたかどうかは明示されていない。ゆえ 、 『三 記補遺』 「建久九年正月十一日
　
付簡女房」に、 「掌侍従五位上高階秀子」以下、



















のだろうか。土御門院 は中宮麗子（陰明門院）がいるが、おそ く最も寵愛されたのは源通子（後嵯峨天皇の母）であって 数人の皇子 ・皇女が生まれた。そして、土御門院に仕えた女房では、少なくと 十数名の出自が確認できる うち、皇子・皇女を生んだ女房も多く、十名に及
ぶ
11。早くに退位したこともあってか、意外な多さである。寵
愛した女房はこれよりもさらに多かった あろう。こ ことを勘案すると、土御門院に寵愛されたこと、和歌を詠んだ とだけで、土御門院小宰相を作者に決定するのは、ややむず しいかもし ない。
歌人としての力量の点で言えば、小宰相は四十五年もの間歌人とし
て活動した女房であり、特に後嵯峨院歌壇で活躍し、題詠の和歌を読みこなし、 『宝治百首』などいくつもの百首を詠んだプロフェッショナルな歌人である。しかも、 『土御門院女房』の和歌と、土御門院小宰相の和歌とは一首も一致せず 表現上の重なりを見出すことすらもむずかしい。また総体的に、前節 述べたような『土御門院女房』の和歌表現の問題点を鑑みると、半世紀近くにわたって歌壇で活躍した専門歌人とは一致しにくいの はないかと思われる。
小宰相の和歌について、大取一馬氏は前掲論文で、判詞の付された
歌合歌を検討し、 「基本的には「やさ 」 「艶」 「優」など 評語で評される伝統 ふまえた優美な歌であっ と考えられる。 」として る。まず、年代的に『土御門院女房』の成立に近い時期の歌は『遠島御歌合』であるが、 大取氏はこの出詠歌を後鳥羽院の判詞の評価 ら見て、「歌の姿のおとなしい、そして殊勝で深い情の感じられる歌」と指摘する。この『遠島御歌合』の小宰相 を、先行 等との関係から改めて考察してみると、珍しい表現が少し用いられているもの 、歌の内容としてはそれまでの表現史の枠を出るものではなく、判詞で特に批判されている表現もないことが知られ
る
11。またやや後年の例では、建






宰相のごく一部の和歌の検討ではあるが、その結果、 『土御門院女房』に見られる、特異で奇抜な表現をしばしば詠み込んだり 和歌で詠まれる語であるが普通は使われ い用法 用い 、というような詠 姿勢とは、小宰相の詠歌は 致しにく という面が浮かび上がる。
小宰相の歌人としての位置、またその和歌表現からは、あくまでも






二〇〇二年一月） 。② 「冷泉家時雨亭文庫蔵 「土
御門院女房」の構成と内容―作者の手がかりを求めて―」 （ 『中世文学』四十八号
　






















 特に参考となる歌番号を列挙する。七、 八、 十三、 十六、 二十五、 二十六、 三十一、三十二、 三十四、 三十五、 三十七、 三十 四十 四十一、 四十三。
８
　







 『冷泉家時雨亭叢書』所収『擬定家本私家集』 （朝日新聞社、二〇〇五年） 。
11　
 小宰相については、大取一馬氏「承明門院小宰相詠歌攷」 （ 『王朝文学の本質と受容
　
韻文編』和泉書院、二〇〇一年） 、山崎桂子氏「承明門院小宰相の生涯







［付記］本稿提出後に、 山崎桂子氏「 『土御門院女房日記』考」 （ 『国文学攷』第二二号、二〇一一年九月）に接した。 『高倉院昇霞記』からの影響を主に論ずる論で、多くの示唆を得たが、本稿には生かすことができなかったことをお詫びする。
